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子
ど
も
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
建
設
の
た
め
、
１
億

１
４
０
０
万
円
補
正
す
る
。

 

　

保
護
者
や
ス
タ

ッ
フ
の
意
向
が
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

 

　

ス
タ
ッ
フ
と
係

長
が
先
進
地
の
広

島
に
い
き
、
研
修
を
行
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を

十
分
参
考
に
し
た
。
保
護

者
か
ら
は
控
室
の
要
望
が

あ
っ
た
が
、
昨
年
建
設
し

た
プ
レ
ハ
ブ
を
市
有
地
に

置
き
、
利
用
し
て
い
た
だ

く
。 ��
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旧
制
度
の
障
害
者
自
立

支
援
施
設
が
障
害
者
自
立

支
援
法
の
就
労
支
援
サ
ー

ビ
ス
施
設
へ
移
行
し
た
こ

と
で
、
障
害
者
の
就
労
意

欲
へ
の
対
応
が
可
能
に
な

り
、
就
労
移
行
支
援
、
就

労
継
続
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
増
え
た
。
ま
た
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報

酬
改
定
に
よ
り
、
当
初
見

込
よ
り
増
額
と
な
る
こ
と

に
対
応
す
る
も
の
。

���������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					���������	
　
　

月
ま
で
の
捕
獲
実
績
と
３

１０
月
末
ま
で
に
予
定
し
て
い
る
広

域
一
斉
捕
獲
を
見
込
ん
だ
頭
数

の
合
計
が
見
込
み
捕
獲
頭
数
を

上
回
る
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
カ

ラ
ス
、
ア
ナ
グ
マ
の
捕
獲
報
奨

費
と
出
動
手
当
で
あ
る
。

 

　

予
算
増
と
鳥
獣
被
害

に
つ
い
て
の
考
え
方
と

対
策
に
つ
い
て

 

　
　

月　

日
ま
で
の
有

１０

３１

害
鳥
獣
駆
除
期
間
の
実

績
は
左
の
表
の
と
お
り
で
あ
り
、

３
月
ま
で
の
広
域
一
斉
駆
除
も

計
画
し
て
あ
る
。

　

今
回
機
構
改
革
に
よ
り
鳥
獣

対
策
係
を
設
け
本
格
的
な
駆
除

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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生
活
保
護
に
係
る
母
子
加
算

の
復
活
へ
の
対
応
や
、
対
象
者

増
に
よ
る
医
療
扶
助
・
介
護
扶

助
の
措
置
費
に
係
る
予
算
を
増

額
す
る
。

 

　

生
活
保
護
の
状
況
は
、

増
大
し
て
い
る
の
か
。

 

　

新
規
が　

名
あ
る
。

３０

今
回
の
補
正
額
８
０
２

７
万
４
０
０
０
円
の
主
な
内
訳

は
、
医
療
扶
助
費
が
７
２
３
５

万
２
０
０
０
円
で
高
齢
者
世
帯
、

傷
病
世
帯
が
増
え
た
こ
と
と
、

冬
期
医
療
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
増
額
と
な
っ
た
。
介
護

扶
助
費
が
６
１
２
万
円
不
足
し
、

母
子
加
算
の
復
活
に
よ
る
一
人

当
た
り
２
万
２
０
円
、　

名
分

１８

を
計
上
し
て
い
る
。

��

　

救
急
医
療
体
制
充
実
の

た
め
、
伊
佐
湧
水
消
防
組

合
が
高
規
格
救
急
車
、高

度
救
命
医
療
処
置
資
材
を

導
入
す
る
経
費
に
増
額
す

る
も
の
で
す
。

���������������������������������������������������������������������� ��������������������										









��������������������









��������������������������������	
��
���

���������

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

� � � � �� � � � � �� �� � �� �



5 伊佐市議会だより　２０１０（平成２２年）第５号

環
境
対
策
課
　
環
境
政
策
課�

衛
生
セ
ン
タ
ー�

（
環
境
保
全
係
）�

（
管
　
理
　
係
）�

（
工
　
務
　
係
）�

総
　
務
　
課（
秘
　
書
　
係
）↓
企
画
調
整
課（
秘
書
係
）�

企
画
調
整
課（
政
　
策
　
係
）　
　
　
　
　
　（
政
策
推
進
係
）�

　
　
　
　
　（
行
政
改
革
係
）　
　
　
　
　
　（
行
政
改
革
推
進
係
）�

財
　
政
　
課（
登
記
関
係
事
務
）↓
林
　
務
　
課�

税
　
務
　
課（
収
納
関
係
）↓
収
　
納
　
課�

滞
納
対
策
課
↓
収
納
課
に
名
称
変
更（
管
理
収
納
係
と
滞
納
整
理
係
）�

　
　
　
　
　
　
　（
収
納
事
務
か
ら
滞
納
対
策
ま
で
一
元
化
を
図
る
）�

農
政
課
分
室
　
　
　
　
　
　
　
廃
　
　
　
止（
取
次
ぎ
事
項
は
市
民
課
窓
口
）

建
設
課
分
室
　
　
　
　
　
　
　
廃
　
　
　
止（
取
次
ぎ
事
項
は
市
民
課
窓
口
）

地
域
振
興
課（
商
工
振
興
係
）　
　
　
　
　
　（
商
工
観
光
係
）�

　
　
　
　
　（
観
光
公
園
係
）�

　行政改革の中で２２年度からの組織機構が提案された。

　機構改革のポイントは、スリムで機動力と効率的な行政運営を目指す。

　職員の定員適正化計画により職員削減を進めるがその職員数に対応できる組織機構を目指す。現有

庁舎の有効活用を図る。などを目的に改正された。
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５
月
か
ら　

月
ま
で

１０

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時　
　
　
　

　
　
　
　
　

月
か
ら
４
月
ま
で

１１

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時　
　
　
　

　

入
浴
料
金
は
ま
ご
し
館
、
高
熊
荘
と
均
衡
を
図
る
こ
と

か
ら
こ
れ
ま
で
中
学
生
以
上
を
大
人
と
し
て
い
た
も
の
を
、

中
学
生
以
上　

歳
ま
で
と　

歳
以
上
に
分
け
、　

歳
以
上

６９

７０

７０

分
の
普
通
入
浴
料
金
を　

円
減
額
し
て
の
１
回
券
、　

枚

５０

１１

回
数
券
、
月
極
入
浴
契
約
料
金
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
円
、

１
０
０
０
円
、
２
５
２
０
円
に
改
正
す
る
。

 

　

公
衆
浴
場
運
営
委
員
会
の
意
見
は
。

 

　

委
員
会
を
２
回
開
き
、
類
似
施
設
と
の
均
衡
を

図
る
こ
と
か
ら
も
、「
早
い
時
期
に
改
正
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
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社
会
教
育
課（
文
化
芸
術
係
）�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
）�

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
）�

（
社
会
教
育
施
設
管
理
係
）�

　
　（
新
設
）�

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
庶
務
管
理
係
）�

社
会
教
育
課
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
係
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
　
民
　
館
）�

水

道

課

分

室
　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止（
大
口
庁
舎
水
道
課
に
て
集
中
管
理
）�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
振
興
係
）�

地
域
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
健
福
祉
係
）�

市
民
税
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
係
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
民
窓
口
係
）�

林
　
務
　
課
（
管
　
理
　
係
）
　
　
　（
管
理
登
記
係
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鳥
獣
対
策
係
）（
新
設
）被
害
の
軽
減�

建
　
設
　
課
（
管
　
理
　
係
）
　
　
　（
管
理
係
）�

　
　
　
　
　
（
道
理
維
持
係
）�

建
　
設
　
課
（
建
築
住
宅
係
）
　
　
　
技
術
系
の
（
建
築
係
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
系
の
（
住
宅
係
）�

学
校
教
育
課
（
第
１
指
導
係
）
　
　
　（
指
導
係
）�

　
　
　
　
　
（
第
２
指
導
係
）�

地
域
総
務
課�

（
統
合
し
総
合
窓
口
）�

 

　

合
併
後
、
滞
納
対
策
課
が
で
き
滞
納
は
絶
対
許
さ
な
い
と
い
う
考
え
方

で
進
め
て
き
た
が
収
納
課
で
は
市
民
か
ら
見
た
目
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

 

　

確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る
。
た
だ
真
面
目
に
納
め
て
頂
け
る
そ
の
整

理
を
滞
納
対
策
課
で
や
る
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
か
と
い
う
議
論
も
あ

り
収
納
課
と
い
う
名
称
に
し
た
。

 

　
　

年
度
の
職
員
数
は
。

２２

 

　

現
在
３
１
５
人
程
度
で
あ
る
が　

人
く
ら
い
減
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

１０

る
。
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月　

日
、　

日
、　

日
、

１０

２２

２３

２６

　

月　

日
の
４
日
間
。
決
算
審

１１

１２

査
に
当
た
っ
て
は
、
平
成　

年
２０

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、

主
な
施
策
の
成
果
説
明
書
等
関

係
書
類
に
基
づ
き
、
各
課
毎
に

説
明
を
求
め
、
審
査
を
行
っ
た
。

ま
た
、
初
日
の　

月　

日
は
提

１０

２２

出
書
類
に
よ
る
審
査
に
先
立
ち
、

現
地
に
お
け
る
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
対
象
は
次
の
通
り
。

①　

市
道
里
町
線
道
路
舗
装
及

び
側
溝
改
良
工
事

②　

市
山
大
丸
地
区
県
費
単
独

補
助
治
山
事
業

③　

山
田
地
区
井
堰
ゲ
ー
ト
新

設
工
事

④　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
広
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
工
事

⑤　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
水
中

撹
拌
機
等
修
繕
工
事

⑥　

衛
生
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

（
破
砕
機
カ
ッ
タ
ー
取
替
、

オ
ゾ
ン
発
生
器
修
理
ほ
か
）

⑥　

山
野
中
体
育
館
屋
根
補
修

工
事

�

�
�
�
�
�

　

（
前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

�

�
�
�
�
�

　

討
論
は
な
く
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

 

①　

主
要
施
策
の
成
果
説
明
書

に
つ
い
て
、
旧
菱
刈
町
や
他

市
の
資
料
を
も
と
に
年
度
当

初
に
お
け
る
課
毎
の
事
業
目

標
に
対
し
て
、
実
施
状
況
、

達
成
度
、
成
果
及
び
問
題
点

を
明
示
さ
れ
た
い
。

②　

収
入
未
済
金
に
つ
い
て
、

住
宅
新
築
資
金
収
入
未
済
金

（
４
億
３
４
６
２
万
円
）
を

は
じ
め
、
各
課
毎
に
収
納
状

況
及
び
回
収
目
標
を
職
員
全

員
で
把
握
し
、
徴
・
回
収
に

取
り
組
む
よ
う
特
段
の
努
力

を
さ
れ
た
い
。

③　

教
育
予
算
に
つ
い
て
は
、

一
律
的
な
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、

内
容
を
吟
味
さ
れ
、
教
育
の

環
境
・
学
力
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

④　

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
、

本
市
は
企
業
誘
致
対
策
担
当

が
臨
時
職
員
に
な
っ
て
い
る
。

誘
致
効
果
を
高
め
る
た
め
に

も
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
専

任
の
係
長
を
配
置
す
る
な
ど

本
腰
を
入
れ
た
取
り
組
み
を

望
む
。

⑤　

Ｋ
Ａ
Ｍ
事
業
の
堆
肥
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、「
当
初

� �������������

��������	
���
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�

��������	

（単位：千円）

差引額
（実質収支）歳　出歳　入会　　計

２２９，８２６２，０８８，９３８２，３１８，７６４国民健康保険事業

３６，５２１５４，１３５９０，６５６老 人 保 健

６６，４８４１，３６１，０４５１，４２７，５２９介 護 保 険 事 業

５４８８，３９９８，９４７介護サービス事業

１，５２８２６６，８４９２６８，３７７後期高齢者医療

１２３５１３６３簡 易 水 道 事 業

１４３９９，３０７９９，４５０農業集落排水事業

か
ら
赤
字
は
当
然
」
の
甘
さ

が
懸
念
さ
れ
る
。
将
来
、
市

民
負
担
の
増
加
と
な
ら
な
い

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

��������	
��
　（単位：円）

支　　出収　　入区　　分

１５９，９４６，６４４１７３，２１３，０８４収 益 的

１８９，３６１，３０４１１５，２８２，２００資 本 的

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額７４，０７９，１０４
円は、減債積立金３０，０００，０００円と、当年度消費税資本的
収支調整額６１５，９１５円と過年度分損益勘定留保資金
１８０，８００，０９６円のうち、４３，４６３，１８９円で補てんした。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�������

���������	
��
���
（単位：千円）

実質収支
�－�＝�

翌年度へ
繰越すべき
財源�

差 引 額
�

歳　　出
�

歳　　入
�

４７２，３１８５１，２７３５２３，５９１７，３９４，３７６７，９１７，９６７

���������	����
（単位：％）

将来負担
比　　率

実質公債費
比　率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比　　率

１０２．２１７．０－－

�����������������������������

－は実質赤字なし、（　　　）内は早期健全化基準

������

　　一般会計等の実質的な赤字が標準財政

規模に占める割合

��������

　　全会計の実質的な赤字が標準財政規模

に占める割合

�

�

�

　

古　

城　

恵　

人

�
�
�
�

　

前　

田　

和　

文

��
�

�

　

久　

保　

教　

仁

　

諏　

訪　

信　

一

　

市　

来　

弘　

行

　

畑　

中　

香　

子

　

鵜　

木　
　
　

誠

　

松　

元　
　
　

正

　

緒　

方　

重　

則

� �������	
�	�

���������	
（単位：千円、％）

説　　明（平成１９年度）
類似団体平成２０年度区　　分

財政力　高いほど
財源に余裕０．４９０．３７財 政 力 指 数

一般財源（市税、地
方譲与税、地方交
付税、各種交付金
など）

９，５１８，３４３９，５７３，８０９標 準 財 政 規 模

３，９７８，００６３，２０７，９２１基準財政収入額

７，９１７，９４５８，２９６，８０５基準財政需要額

９，５００，２６４８，９４２，６８５経 常 一 般 財 源
収 入 額

判断（３％～５％
が望ましい）４．５０４．９０実 質 収 支 比 率

標準（７０％～８０％）９２．５０９３．８０経 常 収 支 比 率

借金返済に使用し
た 割 合（１２％ ～
１３％以下が望まし
い）

１１．５０公 債 費 比 率

比率が高いほど、
財政構造が硬直化２０．３０１７．６０公債費負担比率

１８％未満が望まし
い１７．００実質公債費比率

一般財源に占める
借金の割合８．３０起 債 制 限 比 率

（ 単 年 度 ）

１０．４０起 債 制 限 比 率
（３カ年平均）

９７．８０現年課税分

地方税
徴収率 １１．４０滞納繰越分

９１．６０合　計

１７，５０９，６４９１５，７１２，１３７地 方 債 現 在 高
（特定資金を除く）

１，２７３，２６８２，６７７，５２７債務負担行為額

����������	
���������	�
������������	
��
��

������
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伊
佐
市
の
人
口
は
、

平
成　

年
を
１
０
０
と

１７

し
た
場
合
、
平
成　

年
は　

に

４７

６０

な
る
だ
ろ
う
と
厚
生
労
働
省
は

推
計
し
て
い
る
の
で
２
万
人
弱

と
推
定
す
る
。
高
齢
化
率
は
現

在　

％
台
だ
が
平
成　

年
に
は

３５

４７

　

％
弱
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

５０い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
子
ど

�

��������

����������

 

　

小
・
中
学
校
再
編
問

題
は
一
部
の
地
域
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
市
民
の
多
く

が
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
あ

り
、
地
域
に
と
っ
て
も
死
活
問

題
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
又
は
プ
ラ
ン
を
も
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

の
か
。

 

　

地
域
の
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
あ
る
い

は
校
区
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
と
い
う
の
は
、
形
と
し
て
小

学
校
区
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と

し
て
活
動
の
中
心
に
あ
る
の
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
ま
ず
中
学
校

の
ほ
う
か
ら
統
廃
合
に
よ
る
再

編
を
考
え
る
と
し
た
答
申
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
常
に
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
共
同

の
利
益
を
守
り
地
域
の
こ
と
を

考
え
、
互
い
に
協
力
し
て
支
え

��

合
う
拠
点
を
も
し
学
校
が
な
く

な
っ
た
場
合
で
も
変
わ
り
な
く

行
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

 

　

統
廃
合
問
題
に
お
け

る
市
長
の
立
場
を
伺
い

た
い
。

 

　

市
立
小
中
学
校
再
編

等
審
議
会
か
ら
教
育
長

へ
答
申
が
行
わ
れ
教
育
委
員
会

で
副
申
を
つ
け
て
私
（
市
長
）

に
報
告
が
あ
っ
た
。
教
育
委
員

会
と
市
長
部
局
と
は
分
か
れ
て

お
り
、
学
校
の
存
続
に
関
し
て

は
教
育
的
な
観
点
か
ら
教
育
委

員
会
が
十
分
な
議
論
と
説
明
等

を
ま
ず
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

 

　

現
在
協
議
中
の
中
学

校
統
廃
合
に
つ
い
て
説

明
責
任
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

 

　

そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
保
護
者
の

考
え
を
優
先
し
な
が
ら
残
る
も

の
で
あ
れ
ば
残
し
て
そ
こ
が
地

����

域
づ
く
り
の
拠
点
に
な
る
の
が

理
想
と
思
う
。
今
後
地
域
に
お

い
て
議
論
し
た
り
教
育
委
員
会

と
の
意
見
の
や
り
取
り
を
通
し

て
何
ら
か
の
結
論
に
な
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
の
協
議
、
当
面

の
窓
口
は
教
育
委
員
会
と
し
て

も
説
明
会
等
が
あ
れ
ば
私
自
身

高
校
再
編
に
携
わ
っ
た
経
験
を

生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
を
産
み
育
て
る
た
め
に
は
若

者
に
結
婚
し
て
も
ら
う
事
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
が
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

 

　

若
者
の
結
婚
に
対
す

る
考
え
方
、
子
ど
も
を

持
つ
事
に
対
す
る
考
え
方
が
変

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で

い
か
に
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
作
る
か
と
い

う
事
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
医
療
、

介
護
、
福
祉
を
考
え
な
が
ら
子

育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く

り
、
若
い
人
が
お
年
よ
り
や
障

害
を
持
っ
て
い
る
方
々
の
た
め

に
働
く
事
が
で
き
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
く
、
そ
う
し
た

地
域
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環

境
に
は
雇
用
も
あ
る
。

 

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 

　

通
常
は
市
民
バ
ス
の

運
行
が
良
い
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た

タ
ク
シ
ー
券
は
今
後
も
継
続
さ

れ
る
の
か
。

 

　

合
併
後
２
年
を
目
途

に
調
整
再
編
し
て
い
く

と
い
う
合
併
協
議
会
の
調
整
方

針
を
踏
ま
え
検
討
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
じ
て
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
つ
い
て

２３

は
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
国
の

補
助
事
業
等
を
取
り
入
れ　

年
２２

　

月
頃
に
方
針
を
決
定
し
て
、

１０
　

年
度
か
ら
再
編
運
行
し
た
い

２３と
考
え
て
い
る
。
市
民
バ
ス
の

再
編
運
行
と
同
時
に
タ
ク
シ
ー

券
を
ど
う
す
る
か
協
議
す
る
。

も
ち
ろ
ん
悪
い
方
に
は
な
ら
な

い
よ
う
に
や
っ
て
い
く
。
な
お

タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は　

年
２２

度
も
実
施
す
る
。

��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

��

��

��
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�
�
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田
中
保
育
所
と
徳
辺

保
育
所
の
民
間
移
管
は
、

早
急
に
で
き
な
い
か
。

 

　

田
中
保
育
所
は
平
成

　

年
４
月
か
ら
民
営
化
、

２３

徳
辺
保
育
所
は
廃
止
の
方
針
で

あ
る
。
徳
辺
保
育
所
の
廃
止
に

つ
い
て
と
田
中
保
育
所
の
民
間

移
管
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
こ

れ
ま
で
し
て
き
て
い
る
。
現
在

田
中
保
育
所
民
営
化
実
施
計
画
、

移
管
先
法
人
募
集
要
項
を
検
討

し
て
い
る
。

 

　

市
の
公
共
施
設
で
指

定
管
理
者
に
移
行
で
き

る
所
は
早
急
に
で
き
な
い
か
。

 

　

現
在
９
施
設
と
い
う

の
が
指
定
管
理
者
制
に

し
て
あ
る
。
今
後
も
検
討
を
進

め
て
い
く
。
菱
刈
地
区
公
民
館

と
大
口
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
一
体
化
の
目
標
と
い
う
の

が
平
成　

年
と
な
っ
て
い
る
。

２３

ま
だ
直
営
が　

あ
る
の
で
、
公

８０

の
施
設
の
管
理
と
い
う
こ
と
で
、

����

廃
止
か
譲
渡
か
民
間
移
管
か
指

定
管
理
者
か
直
営
か
と
い
う
こ

と
を
検
討
し
て
精
査
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

 

　

伊
佐
市
の
職
員
は
現

在
正
職
員
３
１
３
人
、

臨
時
職
員
１
５
０
人
。
市
議
会

は
、　

人
の
議
員
定
数
で
あ
る
。

２２

職
員
と
議
員
定
数
に
つ
い
て
は

適
数
と
思
う
か
。

 

　

職
員
定
数
に
つ
い
て

は
平
成　

年
の
目
標
を

２６

２
７
８
人
と
し
て
い
る
。
現
在

条
例
定
数
で
は
、
３
５
０
人
に

対
し
３
１
３
人
で
あ
る
。
５
年

間
で　

人
の
職
員
減
を
予
定
し

３６

て
い
る
。
議
員
定
数
に
つ
い
て

は
答
弁
を
差
し
控
え
る
。

 

　

合
併
１
年
を
迎
え
た
。

市
民
か
ら
の
声
は
、
防

災
無
線
、
川
内
川
対
策
、
子
育

て
支
援
、
医
療
体
制
の
充
実
が

求
め
ら
れ
、
水
道
料
金
や
固
定

資
産
税
の
負
担
増
に
対
す
る
不

満
の
声
も
聞
え
る
。
ま
た
、
地

���

域
の
防
犯
灯
、
ガ
ー
ド
ミ
ラ
ー

等
の
取
り
付
け
不
足
や
、
市

道
・
農
道
の
小
さ
な
改
良
・
舗

装
の
工
事
が
こ
の
１
年
間
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

 

　

こ
れ
か
ら
２
年
目
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
出
て
く
る

と
思
う
。
全
体
の
財
政
的
な
こ

と
も
お
話
し
申
し
上
げ
な
が
ら

小
さ
な
工
事
等
も
含
め
て
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
議
論
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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年
連
続
で
３
万
人

１１
以
上
の
人
が
自
殺
に
よ

っ
て
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
状

況
の
中
で
、
本
市
の
こ
こ
数
年

の
男
女
別
・
年
齢
別
自
殺
者
数

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

自
殺
の
原
因
、
自
殺
を
な
く
す

取
組
、
自
殺
予
防
対
策
強
化
基

金
の
活
用
に
つ
い
て
も
伺
い
た

�
����

������

����������

 

　

猿
は
伊
佐
市
周
辺
に
、

本
城
・
針
持
・
横
川
の

３
群
い
る
が
、
今
年
は
夏
、
山

に
食
料
が
な
か
っ
た
せ
い
か
人

里
に
出
没
し
、
カ
ボ
チ
ャ
・
ネ

ギ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
カ
キ
・
キ

ノ
コ
な
ど
の
農
作
物
に
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

 

　
　

年
度
よ
り
鳥
獣
対

２２
策
係
が
出
来
る
予
定
で

あ
り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
な
ど
で
十
分
検
討
し
、
有

効
的
な
対
策
を
取
っ
て
い
き
た

い
。

 

　

シ
カ
は
、
伊
佐
ヒ
ノ

キ
の
一
番
価
格
の
高
い

所
を
角
で
こ
す
り
腐
ら
し
て
い

る
。
特
に
鶴
田
保
護
区
な
ど
は
、

相
当
な
被
害
が
出
て
い
る
。
猟

友
会
が
話
し
合
っ
て
、
共
同
の

駆
除
を
行
う
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

 

　

共
同
の
捕
獲
許
可
に

関
し
て
は
、
担
当
係
で

����

猟
友
会
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。

 

　

曽
木
の
滝
周
辺
整
備

に
つ
い
て
今
回
く
ぼ
地

の
整
備
が
行
わ
れ
る
が
、
公
園

内
の
楠
の
木
も
あ
る
程
度
切
っ

て
、
低
木
を
植
え
た
り
、
花
壇

を
作
っ
た
り
、
対
岸
に
紅
葉
す

る
木
を
植
栽
で
き
な
い
か
。

 

　

全
国
都
市
緑
化
か
ご

し
ま
フ
ェ
ア
が
、
平
成

　

年
に
行
わ
れ
、
全
県
下
で
取

２３り
組
む
。
当
市
で
も
忠
元
公

園
・
曽
木
の
滝
公
園
を
申
請
し

て
協
賛
会
場
に
選
定
が
さ
れ
て

い
る
。
対
岸
の
木
の
植
栽
も
お

願
い
す
る
。

 

　

菱
刈
鉱
山
は
、
日
本

の
金
の　

％
以
上
産
出

９０

し
て
い
る
が
、
金
銀
銅
の
ゴ
ル

フ
マ
ー
ク
な
ど
、
ゴ
ル
フ
の
賞

金
王
な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、

曽
木
の
滝
、
温
泉
等
の
宣
伝
は

出
来
な
い
か
。

���

 

　

大
変
夢
の
よ
う
な
提

言
だ
と
思
う
。
曽
木
の

滝
の
宣
伝
と
い
う
よ
り
、
伊
佐

市
の
宣
伝
に
も
な
る
の
で
、
住

友
グ
ル
ー
プ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
の

大
会
な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
話
を
し
た
い
。

�

い
。

 

　

本
市
の
自
殺
者
数
は
、

表
の
と
お
り
で
年
齢
は

把
握
し
て
い
な
い
。
原
因
に
つ

い
て
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・

生
活
問
題
、
家
庭
不
和
問
題
、

勤
務
問
題
な
ど
が
あ
る
。
な
く

す
取
組
、
地
域
自
殺
対
策
緊
急

強
化
基
金
に
つ
い
て
は
、
当
市

で
特
別
な
も
の
は
実
施
し
て
い

な
い
。
健
康
問
題
、
心
の
悩
み
、

育
児
の
悩
み
な
ど
の
相
談
・
支

援
の
ほ
か
、
行
政
相
談
、
人
権

相
談
が
あ
る
。
平
成　

年
度
に

２２

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。
健

康
増
進
計
画
の
中
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
、
心
の
健
康
づ
く

り
に
よ
る
自
殺
予
防
対
策
、
予

防
啓
発
に
取
り
組
む
つ
も
り
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
現
状
の

把
握
を
行
い
、
予
防
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
配
布
、

広
報
、
講
演
会
な
ど
の
開
催
を

計
画
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 

　

申
請
状
況
、
対
象
世

帯
、
申
請
件
数
は
。
ま

た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利

用
状
況
と
経
済
効
果
は
。

��

 

　

対
象
世
帯
数
１
万
４

５
６
０
世
帯
、
給
付
世

帯
１
万
４
３
６
６
世
帯
、
給
付

率　

・
７
％
で
、
対
象
者
数
は

９８
３
万
１
１
１
１
人
、
給
付
者
３

万
９
０
０
人
、
給
付
率　

・
３

９９

％
、
給
付
対
象
額
４
億
９
７
９

４
万
円
、
給
付
額
４
億
９
４
８

３
万
２
０
０
０
円
、
給
付
率

　

・
４
％
だ
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア

９９ム
商
品
券
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
ま
ご
し
館
で
同
時
発
売

し
、
３
日
間
で
完
売
だ
っ
た
。

取
扱
店
舗
数
が
２
６
７
店
、
交

換
店
舗
数
が
２
０
７
店
で
売
り

上
げ
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
市

内
で
の
消
費
に
回
っ
た
割
合
が

非
常
に
高
く
、
趣
旨
に
沿
っ
た

有
効
活
用
が
図
ら
れ
た
。

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
���

��

�
�

女　性男　性自殺者総数

３人１８人２１人平成１６年

６人５人１１人平成１７年

３人９人１２人平成１８年

０人７人７人平成１９年
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①
策
定
完
了
が
平
成

　

年
９
月
と
な
っ
た
理

２３

由
。
②
策
定
の
組
織
及
び
作
業

の
進
捗
状
況
。
③
行
程
表
。
④

行
政
評
価
を
取
り
入
れ
る
手
法

と
従
来
の
手
法
と
の
相
違
点
に

つ
き
示
せ
。

 

　

①
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ

��

ス
ト
、
地
域
審
議
会
・
議
会
か

ら
の
意
見
の
調
整
等
に
よ
り
最

長
平
成　

年
９
月
と
し
た
。

２３

　

②
総
合
振
興
計
画
策
定
調
整

委
員
会
、
企
画
委
員
会
、
施
策

別
部
会
、
総
合
振
興
計
画
審
議

会
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
が
、
現

在
、
施
策
評
価
へ
の
取
り
組
み

な
ど
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

る
。
③
基
本
構
想
策
定
が
平
成

　

年
４
月
。
市
民
意
識
調
査
が

２２同
８
月
。
総
合
振
興
計
画
審
議

会
へ
の
諮
問
が
平
成　

年
４
月
。

２３

そ
の
後
答
申
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
を
踏
ま
え
検
討
・
修

正
を
終
え
る
の
が
平
成　

年
８

２３

月
と
考
え
る
。
④
今
回
は
成
果

指
標
を
掲
げ
、
一
貫
し
た
政
策

体
系
と
す
る
。
ま
た
、
目
標
達

成
評
価
も
行
う
。

 

　

①
計
画
策
定
の
ス

タ
ー
ト
が
遅
す
ぎ
る
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
に

は
合
併
当
時
の
両
市
町
民
の
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
３
年
と

い
う
の
は
時
間
の
か
け
す
ぎ
だ
。

霧
島
市
は
同
様
の
計
画
を
１
年

３
箇
月
弱
で
策
定
し
た
。
民
間

支
援
機
関
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
に
も

よ
く
相
談
し
て
進
め
て
は
ど
う

か
。
②
総
合
振
興
計
画
と
予
算

編
成
の
手
法
と
し
て
庁
内
分
権

や
担
当
部
署
の
枠
配
分
方
式
な

�

ど
の
ル
ー
ル
を
入
れ
て
は
ど
う

か
。
③
着
実
な
進
行
管
理
の
手

法
を
示
せ
。
④
基
本
計
画
や
実

施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
経

営
戦
略
会
議
や
審
議
会
の
承
認

を
経
る
な
ど
慎
重
な
ル
ー
ル
化

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
⑤
基

本
計
画
を
議
決
事
件
と
す
る
考

え
は
。

 

　

①
２
年
以
内
が
常
識

だ
が
、
行
事
に
追
わ
れ

た
り
職
員
の
意
志
疎
通
の
問
題

も
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｃ
に
は
相

談
し
た
い
。
②
政
策
枠
配
分
方

式
が
良
い
。
③
成
果
指
標
を
用

い
て
目
的
達
成
度
の
評
価
を
行

い
数
値
で
示
し
た
い
。
④
経
営

戦
略
会
議
等
で
十
分
検
討
し
て

市
長
の
意
思
決
定
の
も
と
に
策

定
す
る
。
⑤
基
本
構
想
の
審
議

の
中
で
基
本
計
画
を
資
料
と
し

て
つ
け
る
の
で
足
り
る
と
考
え

る
。 �

 

　

針
持
校
区
に
猿
の
大

群
が
出
没
し
、
カ
ボ
チ

ャ
等
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

 

　
　

年
度
か
ら
猿
の
駆

２２
除
の
報
奨
額
を
倍
の
２

万
円
に
引
き
上
げ
、
駆
除
隊
員

の
士
気
を
上
げ
、
よ
り
徹
底
的

な
駆
除
を
行
う
。
合
併
後
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会
が
一

つ
に
な
り
、
西
太
良
、
本
城
地

区
の
協
力
態
勢
が
で
き
、
共
同

で
広
域
駆
除
が
で
き
る
態
勢
に

な
っ
た
。

　

猿
の
捕
獲
指
示
が
１
年
を
通

じ
て
出
せ
る
の
で
被
害
を
か
な

り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

 

　

旧
菱
刈
町
で
菱
刈
金

山
の
排
出
す
る
温
泉
水

を
利
用
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
に
挑

���

戦
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

 

　

平
成
６
年
、
国
庫
事

業
の
モ
デ
ル
事
業
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
技
連
会
を
中

心
に
試
験
栽
培
を
行
っ
た
。
換

気
方
法
、
土
壌
障
害
対
策
を
取

る
こ
と
に
よ
り
生
産
可
能
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
で
は

市
場
性
等
か
ら
バ
ラ
が
適
当
と

さ
れ
て
い
る
。

 

　

再
度
温
泉
水
を
使
っ

た
栽
培
に
挑
戦
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

 

　

菱
刈
泉
熱
開
発
の
規

定
で
農
業
施
設
に
は
使

用
で
き
な
い
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
工
事
費
が
高
く
採

算
性
に
問
題
が
あ
る
。
今
後
Ｊ

Ａ
、
経
済
団
体
、
企
業
の
農
業

参
入
等
を
考
え
な
が
ら
、
温
泉

水
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
を

研
究
し
て
い
く
。

 

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�



�
�
�
�
�
�
�

 

　

ギ
ン
ナ
ン
栽
培
の
現

状
に
つ
い
て

 

　

農
家
２
２
８
戸
、
面

積　

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
販

５０

売
高
１
８
１
万
円
で
あ
り
産
業

と
し
て
成
り
立
つ
の
は
大
変
厳

し
い
。

 

　

合
併
し
て
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
と
な
る
が
支
援
策

に
つ
い
て

 

　

現
在
の
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま

の
持
っ
て
い
る
市
場
性
、

栽
培
方
法
、
技
術
等
に
も
期
待

し
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
に
ギ
ン
ナ

ン
の
振
興
を
支
援
し
て
い
く
。

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�������

�����

����������

��

��

��

��

�
�
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曽
木
発
電
所
遺
構
の

活
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

 

　

レ
ン
ガ
の
劣
化
や
土

砂
の
堆
積
な
ど
金
が
か

か
る
問
題
が
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
る
。

 

　

曽
木
発
電
所
遺
構
と

曽
木
の
滝
を
つ
な
ぐ
観

光
地
づ
く
り
策
は
。

���
��������

��������	

����������

 

　

企
業
誘
致
に
対
す
る

具
体
的
な
政
策
は
。

 

　

現
在
立
地
し
て
い
る

企
業
へ
の
支
援
を
強
化

し
、
工
場
等
の
撤
退
の
防
止
を

図
り
、
可
能
で
あ
る
な
ら
工
場

増
設
な
ど
雇
用
の
増
大
を
目
指

す
。

 

　

菱
刈
会
・
伊
佐
会
の

方
々
を
ふ
る
さ
と
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
企
業
誘
致
に
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

　

市
と
し
て
ど
ん
な
形

で
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ

ー
を
導
入
で
き
る
か
、
協
議
・

検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思

っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



 

　

遊
休
市
有
地
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま

た
、
こ
の
市
有
地
を
企
業
立
地

や
定
住
促
進
に
活
用
す
る
考
え

は
な
い
か
。

�����

 

　

遊
休
市
有
地
は
１
７

４
筆
で
２
２
万
４
２
８

６
�
、
大
半
が
山
林
・
原
野
で

あ
る
。
宅
地　

筆
の
公
売
手
続

１９

き
を
行
い
、
３
筆
を
売
却
し
た
。

�

湯
之
尾
移
転
広
場
・
重
留
住
宅

跡
地
に
定
住
体
験
住
宅
４
棟
を

建
て
、
定
住
促
進
に
活
用
し
て

い
く
。

 

　

両
方
見
る
こ
と
の
で

き
る
案
内
板
を
つ
く
る
。

公
園
の
く
ぼ
地
を
埋
め
立
て
、

芝
や
花
を
植
え
る
。

 

　

外
部
を
入
れ
た
曽
木

の
滝
、
曽
木
発
電
所
遺

構
活
用
の
検
討
委
員
会
は
で
き

な
い
か
。

 

　

曽
木
の
滝
観
光
協
会

が
中
心
に
な
る
こ
と
が

大
事
。

 

　

水
没
し
た
曽
木
発
電

所
遺
構
を
見
る
つ
り
橋

の
検
討
は
な
い
か
。

 

　

平
成　

年
に
曽
木
の

１２

滝
基
本
計
画
が
で
き
て

い
る
の
で
、
つ
り
橋
構
想
は
残

し
て
お
く
。

 

　

現
在
の
曽
木
の
滝
の

橋
を
遊
歩
道
橋
と
し
て

残
せ
な
い
か
。

 

　

橋
が
な
い
ほ
う
が
良

い
と
い
う
人
が
多
い
が
、

い
ろ
い
ろ
意
見
を
聞
い
て
み
る
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 

　

市
長
の
理
想
と
す
る

北
海
道
伊
達
市
を
職
員

も
研
修
し
た
が
、
成
果
は
あ
っ

た
の
か
。

��������

 

　

成
果
は
あ
っ
た
。
伊

達
市
の
成
功
は
若
い
人
、

よ
そ
か
ら
来
た
人
、
一
生
懸
命

に
な
る
人
た
ち
が
絡
み
、
福
祉

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

形
成
し
て
お
り
、
本
市
で
も
や

れ
る
と
思
う
。

 

　

高
齢
者
の
交
通
手
段

は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

だ
が
、
本
市
も
考
え
て
い
る
の

か
。

 

　

伊
達
市
は
撤
退
を
考

え
て
い
る
。
本
市
は
南

国
交
通
が
路
線
バ
ス
を
続
け
る

の
か
等
も
あ
り
、
今
年
の　

月
１０

ま
で
に
方
針
を
決
め
る
。

 

　

市
長
は
伊
達
市
の
よ

う
に
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
と

い
う
が
、
伊
達
市
は
人
口
の
７

割
が
ま
ち
の
中
心
に
集
中
し
て

い
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
あ

る
。
本
市
は
山
間
部
に
高
齢
者

が
点
在
す
る
。
こ
の
問
題
を
ど

う
解
決
す
る
の
か
。

 

　

中
心
部
に
集
め
る
の

は
難
し
い
。
ま
ち
の
中

心
で
生
活
す
る
人
、
地
域
で
生

活
し
た
い
人
の
二
通
り
を
考
え

て
や
っ
て
い
く
。

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

��

��

��

�
�

��������	
��
�����

雇用者数協　定　社　名月　日市町村

２６人鹿児島食品（薩摩川内市）１２月１５日薩摩川内市

４５人備後漬物（広島県福山市）１２月１５日薩摩川内市
（旧東郷町）

２２人上囿産業�１１月２６日薩摩川内市

２０人�飯塚製作所
（奈良県大和高田市）１１月２０日蒲 生 町

１５０人�畑中食品１０月１３日出 水 市

２２人イーエムエフ（鹿児島市）８月２７日出 水 市

５１人農業生産法人有田農産６月２４日大 崎 町

６人横山食品（高知県）６月５日曽 於 市

１１人丸大食品（大阪市）１月３０日蒲 生 町
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１
年
を
振
り
返
り
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
を
確
認
す
る
。

　

市
長
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
が
市
民
の
所

得
が
安
定
し
、
商
い
を
す
る
人

が
潤
う
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
。

①
１
年
経
過
し
福
祉
以
外
の
ま

ち
づ
く
り
が
見
え
な
い
。
②
人

�

口
減
少
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

③
地
場
産
業
の
育
成
、
活
性
化
、

企
業
誘
致
な
ど
総
合
的
な
市
長

の
考
え
、
夢
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。
市
の
活
性
化
に
は
農
業
、

町
工
場
、
建
設
業
な
ど
重
要
な

産
業
だ
。
④
大
口
地
区
に
比
べ

菱
刈
地
区
は
水
害
、
土
砂
崩
壊

と
も
多
い
。
被
災
者
、
危
険
地

帯
の
人
は
大
雨
注
意
報
の
た
び

に
精
神
的
に
苦
し
ん
で
い
る
。

危
機
管
理
対
策
は
万
全
か
。

 

　

市
政
の
方
向
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
医

療
、
介
護
、
福
祉
、
子
育
て
を

特
化
し
て
い
く
。
福
祉
分
野
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
活
性
化
し
、

地
域
を
支
え
る
の
で
は
な
い
か
。

北
薩
病
院
を
ど
う
や
っ
て
残
す

か
、
建
設
業
も
含
め
業
種
転
換

を
福
祉
部
門
に
図
れ
な
い
か
、

今
、
時
代
背
景
は
少
子
高
齢
化

だ
。
自
宅
で
介
護
な
ど
安
心
し

て
住
め
る
場
所
を
考
え
る
と
医

療
、
介
護
、
子
育
て
で
あ
り
こ

れ
ら
を
福
祉
と
と
ら
え
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。
伊
佐
は
産
婦

人
科
や
小
児
科
が
完
備
し
て
い

る
ま
ち
で
あ
り
歯
車
が
か
み
合

う
。
医
療
、
介
護
、
子
育
て
が

こ
れ
か
ら
の
伊
佐
の
イ
メ
ー
ジ
、

方
向
性
と
思
う
。
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
で
働
く
場
が
生
ま
れ
、

�

若
者
が
従
事
し
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
て
子
育
て
が
出
来
る
ま
ち

づ
く
り
だ
。

　

将
来
を
見
越
し
て
の
投
資
で

　

年
が
初
年
度
だ
。
企
業
誘
致

２１は
今
ま
で
以
上
に
や
っ
て
い
る
。

伊
佐
の
観
光
は
自
然
体
験
型
で

雇
用
が
生
ま
れ
た
り
ま
ち
全
体

が
潤
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

農
業
は
不
慣
れ
な
作
物
を
始

め
る
よ
り
ネ
ギ
と
カ
ボ
チ
ャ
を

特
化
す
べ
き
と
思
う
。

　

危
機
管
理
は
気
象
庁
、
国
土

交
通
省
、
川
内
川
河
川
事
務
所
、

県
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
に
、
伊
佐
市
防
災
計
画
に

基
づ
き
安
心
安
全
な
生
活
環
境

を
提
供
し
て
い
る
。

 

　

医
療
費
一
部
負
担
金

減
免
が
、
国
保
法
第　
４４

条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
要

綱
も
規
則
も
な
い
た
め
運
用
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
が
緊

急
の
場
合
の
た
め
、
制
度
が
使

え
る
よ
う
整
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

　

将
来
的
に
保
険
税
に

は
ね
返
る
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
て
、
そ
こ
ま
で
す

る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
他

市
の
ケ
ー
ス
を
み
て
も
、
適
用

さ
れ
た
も
の
は
非
常
に
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
要
綱
を
つ
く
っ

て
す
ぐ
に
対
応
す
る
状
況
に
な

い
。

 

　

資
格
証
明
の
人
や
短

期
保
険
証
の
切
り
替
え

が
で
き
ず
、
無
保
険
状
態
の
人

に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
拡
大
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
、

早
急
に
全
員
に
短
期
証
を
発
行

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

���

 

　

窓
口
に
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
市
の
判
断

で
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
。

交
付
に
当
た
っ
て
は
納
税
相
談

を
行
い
、
応
じ
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
資
格
証
と
な
っ
て
し

ま
う
。

 

　

教
室
の
ス
ト
ー
ブ
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
た

か
。『
寒
さ
に
負
け
な
い
丈
夫

な
体
づ
く
り
』
と
言
わ
れ
る
が
、

寒
さ
を
我
慢
し
な
が
ら
勉
強
し

て
い
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し

に
く
い
体
に
な
る
の
か
。
我
慢

を
言
う
な
ら
、
体
育
の
授
業
や

休
み
時
間
に
、
寒
さ
を
我
慢
さ

せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

　

我
慢
す
る
力
を
鍛
え

ら
れ
る
と
き
に
鍛
え
る
。

健
康
上
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に

は
保
護
者
や
養
護
教
諭
と
話
し

合
っ
て
必
要
な
配
慮
は
さ
せ
る
。

 

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
県
が
助
成
を

����

拡
大
す
る
が
、
市
の
助
成
が
少

な
く
な
る
の
で
そ
の
分
さ
ら
に

上
乗
せ
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

 

　

財
政
的
な
こ
と
な
ど
、

総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

検
討
課
題
の
途
上
に
あ
る
。
提

言
と
し
て
は
受
け
る
が
、
回
答

と
し
て
は
、
で
き
る
と
明
言
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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���������

��

��

��

��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	





15 伊佐市議会だより　２０１０（平成２２年）第５号

質　　疑　　の　　要　　旨質　問　者

一般会計補正予算について

　○　障害者自立支援費について

　○　地方改善対策費について

　○　扶助費について

緒方　重則　議員

課設置条例の一部を改正する条例の制定について

　○　課設置条例の一部改正をされる理由は。

　○　衛生センターを環境政策課の傘下にされた理由は。

　○　収納課・環境政策課・文化スポーツ課に名称を変更されたわけ。

　○　企画調整課内に秘書に関することを設けられた理由は。

　○　庁舎内の課の配置構想は。

　○　たびたび課設置の一部改正されるが、市民は戸惑っている。

　　これからもちょくちょく改正があるのか。

　○　定住促進や企業誘致の課の構想はないのか。

柿木原榮一　議員

����

 

　

県
内
中
学
校
の
卒
業

者
数
は
、
５
年
前
に
比

べ
３
０
０
０
人
の
減
少
で
あ
る
。

県
教
委
は
平
成　

年
度
か
ら
こ

１６

れ
ま
で
に　

の
高
校
を
統
廃
合
、

１３

　

年
度
ま
で
に
３
高
校
を
統
合

２２す
る
計
画
で
あ
る
。
市
民
の
多

く
は
、
伊
佐
市
の
２
つ
の
高
校

も
統
合
再
編
は
避
け
ら
れ
な
い

�

と
の
見
方
だ
。
こ
こ
２
年
の
伊

佐
市
内
中
学
卒
業
者
は
約
３
０

０
人
、
大
口
高
校
・
伊
佐
農
林

高
校
の
募
集
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ

１
２
０
人
で
入
学
者
は
２
１
２

人
。
差
し
引
き
約　

人
は
市
外

９０

の
高
校
に
進
学
と
思
う
が
実
情

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
市
長
と
市
は
、
高

校
再
編
関
係
市
町
村
長
連
絡
会

の
会
長
と
事
務
局
を
つ
と
め
て

き
た
。
こ
の
間
の
経
緯
を
ど
う

検
証
・
評
価
し
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
活
か
す
考
え
か
。

 

　

県
内
の
再
編
対
象
自

治
体
の
首
長
の
中
で
互

選
さ
れ
、
連
絡
調
整
役
を
さ
せ

ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
総
括

し
づ
ら
い
。

　

こ
の
６
年
間
の
取
り
組
み
で
、

今
年
再
度
県
に
検
討
委
員
会
が

つ
く
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
成
果

で
は
な
い
か
と
思
う
。
市
内
高

校
に
希
望
す
る
学
科
が
な
い
の

で
、
市
外
に
進
学
す
る
と
の
理

由
も
あ
る
が
地
元
高
校
に
進
学

を
勧
め
て
い
る
。

 

　
「
ど
う
す
る
再
編
」

の
冊
子
を
み
る
と
再
編

凍
結
＝
先
送
り
の
運
動
な
の
で

説
得
性
に
欠
け
る
。
伊
佐
は
こ

う
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
描

け
て
い
な
い
。
再
編
統
合
に
一

��

番
近
い
伊
佐
が
、
地
域
の
活
性

化
の
中
に
高
校
再
編
も
据
え
て

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
専
攻
科
な
ど
考
え
て
県
に
働

き
か
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
。

　

県
は
、
６
年
前
に
公
立
高
校

の
改
革
の
あ
り
方
の
中
で
活
性

化
の
た
め
の
再
編
整
備
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
模
索
し
て
い
る

で
は
な
い
か
。

 

　

私
が
統
廃
合
を
打
ち

出
し
て
県
の
先
取
り
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
県
が

統
合
を
打
ち
出
し
て
き
た
場
合
、

市
で
は
関
係
者
を
集
め
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
が
、
そ
の
前
に

手
だ
て
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

�

����

��������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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伊
佐
の
活
性
化
、
す

な
わ
ち
、
活
気
に
満
ち

た
伊
佐
再
生
の
た
め
の
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

 

　

湯
布
院
観
光
協
会
長

の
桑
野
和
泉
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
参
考
に
、

住
ん
で
い
る
人
が
格
好
よ
く
生

き
て
い
て
、
楽
し
そ
う
で
、
住

ん
で
い
て
い
い
ま
ち
に
す
る
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

 

　

大
切
な
の
は
、
あ
ま

り
財
源
を
伴
わ
な
い
で
、

事
業
の
見
直
し
を
し
、
改
善
し

て
、
簡
単
に
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
、
実
行
に
移
す
。
例
え
ば
、

き
れ
い
に
す
る
（
自
然
再

生
）・
便
利
に
す
る
（
生
活
の

利
便
性
）
・
楽
し
く
す
る
（
イ

ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
経
済
効
果

の
上
げ
方
）
な
ど
、
具
体
例
を

あ
げ
な
が
ら
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

 

　

①
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ

ン
で
買
い
物
袋
を
作
れ

����

な
い
か
取
り
組
ん
で
み
る
必
要

は
あ
る
と
思
う
。

　

②
美
化
活
動
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
新
し
い
活
動
を
促
す
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

③
「
マ
イ
エ
ン
ザ
」
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
の
予
算
で
考
え

た
い
。

　

④
曽
木
の
滝
の
電
線
の
地
中

化
に
つ
い
て
は
、
今
週
届
い
た

内
閣
府
か
ら
の
補
正
予
算
に
関

し
て
の
地
域
活
性
化
・
き
め
細

や
か
な
臨
時
交
付
金
の
創
設
と

い
う
の
が
あ
り
、
今
後
、
準
備

の
た
め
の
取
り
組
み
を
す
る
。

　

⑤
光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、

　

億
ぐ
ら
い
必
要
な
の
で
今
の

３０段
階
で
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
高
速
回
線
網

の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を

先
に
整
備
し
た
い
。

　

⑥
病
院
等
へ
の
心
理
・
精
神

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨
床
心
理

士
）
に
つ
い
て
は
、
来
年
立
ち

上
げ
る
協
議
会
の
中
で
考
え
て

い
き
た
い
。

　

⑦
基
金
に
つ
い
て
は
、
鳴
門

市
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
、

鳥
取
県
八
頭
町
ふ
る
さ
と
活
性

化
基
金
な
ど
、
参
考
に
し
な
が

ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
で
き
る

の
か
と
い
う
の
も
検
討
し
て
い

く
。

�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
�

 

　

地
域
に
均
衡
の
と
れ

た
安
定
し
た
人
口
配
分

が
望
ま
れ
る
の
は
当
然
だ
。
県

の
協
力
や
民
間
資
金
利
用
の
手

法
に
よ
り
若
者
や
若
い
世
帯
が

住
め
る
よ
う
な
公
営
住
宅
ま
た

は
行
政
関
与
型
住
宅
、
用
地
の

整
備
を
す
る
こ
と
が
早
急
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。
住
宅
問

�
��������

��������	

����������

題
は
教
育
問
題
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
地
域
づ
く
り
も
参
加

し
な
が
ら
教
育
効
果
を
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
も
、
住
め

る
よ
う
な
賃
貸
住
宅
が
な
い
。

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
地
域
に
と
っ
て
も
、
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

 

　

合
併
後
３
年
を
め
ど

に
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
を
策
定
す
る
。

こ
れ
は
市
営
住
宅
の
的
確
な
整

備
と
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
効
率

的
な
改
善
、
更
新
の
た
め
の
計

画
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
計
画
的

な
建
て
か
え
、
改
修
、
廃
止
な

ど
を
実
施
す
る
。
地
域
の
バ
ラ

ン
ス
、
地
域
へ
の
配
慮
も
考
慮

す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

 

　

樋
門
や
新
設
堤
防
の

河
川
内
側
に
約
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
山
林
及
び
雑
種

地
が
取
り
残
さ
れ
て
、
洪
水
の

安
全
な
流
下
を
阻
害
す
る
。
対

岸
の
原
田
地
区
側
に
新
堤
が
設

置
さ
れ
る
が
、
洪
水
時
、
流
れ

の
外
側
に
な
り
、
崩
壊
す
る
恐

��

れ
が
あ
り
、
住
民
の
不
安
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
担
当
課
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
市
民
に

情
報
伝
達
し
て
い
る
の
か
。

 

　

河
川
の
敷
地
内
の
掘

削
と
い
う
の
は
平
成　
２２

年
度
で
施
行
さ
れ
る
と
い
う
ふ

う
に
川
内
川
河
川
事
務
所
の
ほ

う
か
ら
は
聞
い
て
い
る
。
消
防

水
利
の
た
め
の
昇
降
路
を
２
箇

所
設
け
て
い
る
。
激
特
事
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
関
係

者
と
の
パ
イ
プ
役
と
い
う
役
目

で
、
心
配
、
不
安
等
を
持
た
れ

な
い
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め

た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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て
、
公
用
車
に
利
用
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
採
算
は
あ
わ
な

い
が
、
遊
休
農
地
を
利
用
し
た

耕
作
地
の
拡
大
を
図
り
、
農
地

の
保
全
、
環
境
教
育
、
町
花
ひ

ま
わ
り
を
活
用
し
た
景
観
づ
く

り
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
防
止

に
務
め
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

　

経
済
建
設
委
員
会
は
、
伊
佐

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
所
得

の
向
上
と
、
環
境
に
配
慮
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
た
。
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土
佐
町
は
人
口
４
５
１
０
人

で
高
齢
化
率　

・
１
％
、
農
業

４０

を
主
産
業
と
し
た
町
で
あ
る
。

水
田
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
種
も

み
や
酒
用
米
を
生
産
し
て
い
る

が
、
水
田
の
フ
ル
活
用
、
食
料

自
給
率
向
上
を
図
る
狙
い
か
ら
、

飼
料
用
米
の
作
付
け
に
対
す
る

助
成
金
８
万
円
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
新
た
に
米
粉
専
用
の

水
田
、　
　

で
の
作
付
け
が
行

１１
ｈａ

わ
れ
、
来
年
は　
　

に
す
る
と

２０
ｈａ

の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
町
内

の
生
ゴ
ミ
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
廃

液
な
ど
を
利
用
し
た
堆
肥
は
、

町
外
に
も
販
売
し
て
い
る
。

　

次
に
、
Ｊ
Ａ
土
佐
苓
北
米
粉

製
粉
工
場
で
研
修
し
た
。
こ
の

製
粉
工
場
で
は
、
米
粉
用
加
工

米
を
減
反
水
田
や
耕
作
放
棄
地

に
栽
培
し
、
農
家
所
得
の
向
上

を
図
る
と
同
時
に
小
麦
粉
に
替

わ
る
良
質
の
米
粉
を
使
っ
て
、

パ
ン
や
ケ
ー
キ
、
う
ど
ん
、

ラ
ー
メ
ン
、
餃
子
な
ど
様
々
な

食
品
を
製
造
・
販
売
し
、
米
の

消
費
拡
大
を
図
る
目
的
で
建
設

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
屋
さ
ん
を

研
修
し
た
が
、
土
佐
町
雇
用
創

造
協
議
会
主
催
で
、
米
粉
を
使

用
し
た
加
工
品
づ
く
り
の
、
技

術
者
育
成
を
目
指
し
た
米
粉
パ

ン
づ
く
り
講
習
初
級
編
が
実
施

さ
れ
、
実
際
に
雇
用
に
結
び
つ

く
人
材
を
育
成
す
る
初
め
て
の

講
習
だ
っ
た
が
一
緒
に
地
域
を

盛
り
上
げ
た
い
、
と
い
う
強
い

意
思
を
持
っ
た
人
が
残
っ
た
の

が
、
今
の
メ
ン
バ
ー
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
パ
ン
の
焼
き
上
が
り

時
間
も
決
ま
っ
て
お
り
、
も
ち

も
ち
感
が
あ
り
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
。
今
後
は
、
全
国
を
商

圏
に
販
路
を
拡
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

伊
佐
市
で
も
補
助
事
業
で
、

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
の
製
造
が

始
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

米
粉
用
加
工
米
を
減
反
水
田
や

耕
作
放
棄
地
に
栽
培
し
て
、
農

業
所
得
を
上
げ
て
い
く
べ
き
だ

と
意
見
が
あ
っ
た
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

�
�
�
�
�
�

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					






















���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

人
口
３
万
１
４
１
１
人
の
松

前
町
で
は
、
平
成　

年
度
よ
り

１８

「
え
ひ
め
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
モ
デ
ル
町
と
し
て
、

町
花
ひ
ま
わ
り
を
３
地
区
で
栽

培
し
、
種
か
ら
油
を
採
り
、
保

育
所
の
給
食
や
、
文
化
祭
で
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
に
利
用
し
、

使
用
済
み
の
油
を
、
バ
イ
オ

デ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
利
活
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
家
庭

か
ら
出
る
天
ぷ
ら
油
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
庁
舎
や
公
民
館
な
ど

４
箇
所
に
設
置
し
、
民
間
の
バ

イ
オ
燃
料
変
換
施
設
で
精
製
し
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結果付託先提　出　者件　　　　名

採　　択総　　務岩元　道彦　ほか１９０名エレベーター設置陳情書

継続審査文教厚生
姶良伊佐ブロック平和運動センター
伊佐地区協議会

　議長　川越　　貢

川内原発３号機増設の反対を求める意見書
の採択について

継続審査文教厚生川越　　貢
川内原発３号機増設に係る環境影響評価の
県民合意を図るとともに、増設反対を求め
る意見書の採択について

採　　択総　　務
日本労働組合総連合会
鹿児島県連合会

会長　川野　和幸　ほか３名
核兵器の廃絶と恒久平和を求める陳情書

採　　択経済建設
姶良伊佐地域労働者福祉協議会

会長　外薗　典明　ほか１名
改正貸金業法の完全施行等を求める政府等
への意見書提出に関する陳情

���������	
��
��������	
��

　昭和５６年から交付を受け、周辺の集会
施設等の整備を行い、毎年４５０万円を平
成１７年度からは曽木の滝公園整備にかか
る基金として積み上げてきた。
　今年度末で最長交付期間の３０年を迎え
ます。平成２３年度以降も恒久的な制度と
することと、水力交付金額の引き上げ及
び交付条件の改善や事務手続きの簡素化
を図るように、強く要望する。

　提出先　経済産業大臣
　　　　　副大臣　政務官　

　　　　　財務大臣　副大臣　政務官
　　　　　総務大臣　副大臣　政務官

��������	
��
��

　日本は、被爆国として、核兵器廃絶と恒久平和を強く
願い、世界に向けてアピールしているものの、核兵器は
未だに世界に２万１千発も存在し、その脅威にさらされ
ている。
　被爆６５周年を迎える平成２２年の核拡散防止条約再検討
会議における実効ある核兵器廃絶の合意に向け、核軍
縮・不拡散外交に強力に取り組むよう、強く要望する。

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　　外務大臣
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　深刻化した多重債務問題を解決するために平成１８年に
成立した改正貸金業法を受け、政府は多重債務者対策本
部を設置し、その成果をあげつつあるものの、昨今の経
済危機等により、改正貸金業法の先延ばしを求める声も
ある。
　しかしながら、完全施行の先延ばしは自殺者や多重債
務者の急増を招きかねないものであるため、改正貸金業
法の早期完全施行と、自治体における相談体制を充実さ
せるよう、強く要望する。

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　　金融担当大臣　消費者政策担当大臣
　　　　　厚生労働大臣　総務大臣
　　　　　国家公安委員会委員長　

������
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総
務
委
員
会
は
、
二
つ
の

テ
ー
マ
を
目
的
と
し
て
行
政
調

査
を
実
施
し
た
。

　

ま
ず
、
そ
の
一
つ
は
、
我
が

市
も
含
め
て
人
口
減
少
傾
向
が

続
く
中
で
、
地
域
の
元
気
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
は
何
な
の
か
。
ま

た
、
高
校
再
編
へ
の
動
き
も
あ

る
中
で
、
地
元
高
校
生
を
も
巻

き
込
ん
だ
産
・
官
・
学
連
携
に

よ
る
地
域
活
性
化
策
は
、
何
か

な
い
も
の
か
、
調
査
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
防
災
無
線
の
整

備
を
軸
と
し
た
、
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
先
進
地
に
行
き
、
学
ぶ

こ
と
で
あ
っ
た
。
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目
の
前
に
キ
ビ
キ
ビ
と
働
く

生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
ど
の

顔
も
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
強
い
勧

め
も
あ
り
、
農
産
物
直
売
施
設

「
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
店
」
の
一

角
に
、
地
元
の
相
可
高
校
食
物

調
理
科
の
生
徒
た
ち
が
運
営
す

る
調
理
実
習
施
設
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
実
際
、「
開
店
」
し
て

み
る
と
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

ふ
る
さ
と
村
が
賑
わ
う
こ
と
と

な
っ
た
。
た
だ
、
最
初
の
「
ま

ご
の
店
」
は
、
あ
ま
り
に
も
狭

く
、
行
政
と
地
元
ふ
る
さ
と
村

が
さ
ら
に
応
援
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
地
域
活
性
化
の
目
玉
と

し
て
、
多
気
町
が
資
金
９
０
０

０
万
円
を
拠
出
し
、
平
成　

年
１９

２
月
、
３
７
６
�
の
広
さ
を
持

つ
新
し
い
「
ま
ご
の
店
」
を
建

設
し
た
。
今
で
は
営
業
日
に
は

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の

大
き
な
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
ま
ち
お

こ
し
・
地
域
お
こ
し
と
い
う
の

は
、
決
し
て
、
遠
い
所
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
身
近
な
所
に
そ

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
地
元
の
高
校
に

つ
い
て
も
、
我
々
議
会
・
行
政

が
も
っ
と
熱
く
応
援
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感

じ
た
。
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①
町
内
全
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
、
非
常
に
分
か
り
や
す

い
形
で
作
成
さ
れ
、
全
戸
に
配

布
さ
れ
て
い
た
。
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
所
を
シ
ッ
カ
リ
と

把
握
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を

強
く
持
っ
た
。
②
緊
急
放
送
時

に
は
、
聞
き
漏
ら
し
の
な
い
よ

う
に
、
自
動
で
最
大
音
量
に
な

る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
レ
ン
タ
ル
方
式
と

し
た
の
は
、
戸
別
受
信
機
全
て

の
状
況
を
行
政
が
把
握
し
て
お

く
た
め
と
聞
い
た
。
一
人
た
り

と
も
情
報
を
聞
き
漏
ら
さ
ぬ
よ

う
な
体
制
に
す
る
の
だ
と
い
う

強
い
意
思
を
感
じ
た
。
③
最
後

に
私
ど
も
が
驚
い
た
の
は
放
送

設
備
・
屋
外
拡
声
器
５
基
、
戸

別
受
信
機
４
２
０
０
台
を
含
め

た
こ
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
か
か
っ
た
費
用
の
少
な
さ
で

あ
る
。
こ
の
全
て
を
入
れ
て
総

額
１
億
１
７
５
６
万
円
で
施
工

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
色
々
と
工

夫
・
知
恵
を
絞
れ
ば
、
大
き
な

金
額
を
か
け
ず
に
、
防
災
無
線

の
整
備
は
で
き
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
、
さ
ら
に
調
査
し
て
い
き

た
い
。
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��������������������������������������������������������������������������������������������������������������										









���������������������	
�
����������������� �������������

��������	
��

��������	
�

��������

��������	
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文
教
厚
生
委
員
会
は
、
伊
佐

市
の
課
題
と
す
る
人
口
減
、
若

者
の
雇
用
、
高
齢
者
の
安
心
安

全
、
少
子
化
等
の
対
策
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
た
。
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人
口
３
万
７
０
０
０
人
、
高

齢
化
率　

・
９
％
で
人
口
の
７

２８

割
が
市
役
所
を
中
心
に
直
径
７

〜
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
に
集
中

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
あ

る
。「
伊
達
ウ
エ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
構
想
」
を
展
開
し
、
人
口
が

　

年
間
で
２
０
０
０
人
増
加
し

１０て
い
る
。

�
�
�
�
�

１　

伊
達
版
安
心
ハ
ウ
ス

　

常
駐
の
看
護
師
付
き
で
安
心

安
全
な
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
を
民

間
が
建
て
高
齢
者
を
入
居
さ
せ

る
。
市
は
入
居
の
た
め
の
情
報

を
提
供
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

空
家
と
な
っ
た
自
宅
は
若
い
世

代
や
定
住
者
に
売
却
す
る
。

２　

優
良
田
園
住
宅

　

市
有
地
を
民
間
に
売
却
し
、

民
間
が
分
譲
・
販
売
す
る
。
す

で
に　

区
画
の
う
ち　

区
画
が

５３

４１

販
売
さ
れ
、
伊
達
市
以
外
の
購

入
者
が　

％
を
占
め
、
転
入
者

７５

が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

３　
「
お
試
し
暮
ら
し
」

　

移
住
促
進
事
業
と
し
て
季
節

滞
在
と
い
う
生
活
用
品
一
式
を

揃
え
た
民
間
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を

用
意
し
、
滞
在
者
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
で
、
定
住

促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

４　

予
約
制
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー

　

高
齢
者
の
交
通
手
段
と
し
て

活
用
し
て
い
る
が
、
隣
の
席
に

同
乗
す
る
事
に
違
和
感
が
あ
り
、

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
変
え
た

が
、
現
在
は
採
算
面
に
お
い
て

問
題
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
の
展
開
に

よ
り
、
病
院
、
福
祉
施
設
も
増

え
、
若
い
世
代
も
多
く
な
り
、

ま
ち
は
活
気
づ
き
飲
食
店
も
増

え
た
。
こ
の
「
ウ
エ
ル
シ
ー
ラ

ン
ド
構
想
」
の
原
動
力
と
な
っ

た
の
は
、
市
内
の
金
融
機
関
、

建
設
業
、
不
動
産
、
福
祉
分
野

等
の
異
業
種
の　

代
以
下
の
メ

５０

ン
バ
ー
で
、
議
論
、
研
究
か
ら

生
ま
れ
、
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
官
民
一
体
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
伊
達

市
も
こ
こ
２
〜
３
年
人
口
減
少

が
続
い
て
い
る
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

�
�
�
�
�
�

　

人
口
１
万
３
８
０
０
人
、
介

護
福
祉
学
校
、
日
赤
病
院
が
あ

る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

１　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
サ
ロ
ン
、
育
児
業
務
、

育
児
講
習
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

伊
佐
市
と
の
違
い
は
遊
び
の
広

場
で
は
誰
で
も
、
い
つ
で
も
時

間
に
関
係
な
く
遊
び
に
来
る
事

が
で
き
る
。

２　

す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
祝
金
制
度

　

第
三
子
で　

万
円
、
第
四
子

３０

で　

万
円
、
第
五
子
以
降
は
１

５０
０
０
万
円
支
給
さ
れ
る
。

３　

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
制
度

　

一
時
的
に
育
児
等
の
援
助
が

必
要
な
家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
、
育
児
又
は
家
事
の
援
助

を
す
る
。

４　

義
務
教
育
終
了
ま
で
医
療

費
の
無
料
化

　

中
学
校
卒
業
ま
で
実
施
。

５　

放
課
後
児
童
対
策
事
業

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
支
援
制
度

の
た
め
、
高
齢
者
対
策
を
削
減

す
る
町
長
の
決
意
が
伺
え
た
。

二
つ
の
ま
ち
が
共
通
す
る
事
は
、

手
法
は
違
っ
て
も
、
人
口
増
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
取
り

組
み
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

今
後
、
伊
佐
市
に
合
っ
た
人

口
増
や
雇
用
の
創
出
、
高
齢
者

の
安
心
安
全
、
子
育
て
支
援
の

ま
ち
づ
く
り
を
提
言
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
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卒
業
・
入
学
式
の
季
節
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
希
望
を
胸
に
自
分
自
身
の

歩
む
方
向
性
を
決
定
さ
れ
た
も
の
と

心
か
ら
の
祝
福
と
激
励
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
政
治
的
に
も
、
経
済
的
に

も
先
の
見
え
に
く
い
の
が
昨
今
の
現

代
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
地
方
議
会
で
は
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
も
ど
か
し
さ
と
無
念
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
せ
め
て
伊
佐
市
の
動
き

や
課
題
を
、
正
確
に
な
る
べ
く
分
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
委

員
一
同
苦
心
し
た
編
集
に
な
り
ま
し

た
。

　

ご
一
読
い
た
だ
き
ご
質
問
や
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、
よ
り
内
容
の
し
っ

か
り
し
た
「
議
会
だ
よ
り
」
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
前
田
）
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　日程は下記の通りですので、是非、委員会の

傍聴にもお越しください。
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��������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������
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昨
年　

月
に
伊
佐
市
議
会
を
傍

１２

聴
に
行
き
ま
し
た
。
合
併
後
初
め

て
行
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
議
場
に
入
り
ま
し
た
が
、

場
内
は
整
然
と
し
て
整
理
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
市
長
を
は
じ
め
執

行
部
席
、
議
員
の
方
々
を
見
下
ろ

せ
る
傍
聴
席
か
ら
傍
聴
で
き
て
大

変
嬉
し
い
で
し
た
。

　

感
想
と
し
て
、
議
員
と
市
長
の

質
問
、
答
弁
が
聞
き
取
り
に
く
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

合
併
し
１
年
経
ち
ま
し
た
が
、

人
口
も
減
少
し
、
空
き
家
も
多
い

よ
う
で
す
。
今
後
の
伊
佐
市
発
展

の
為
に
も
、
市
長
を
は
じ
め
、
議

員
の
方
々
の
尚
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

�
�
�
�
�
�
�
��
�

�

�
��

�
���

�
�

��

��������	
 ��������	
��
�

　今年は大口明光学園創立５０周年を迎える。
　創立にあたっては昭和３４年、県下各地で誘致運動
が活発に行われ、川内、出水、鹿屋が最後まで旧大
口市と誘致を争い伊佐に決定した。
　その女子中・高一貫校が開校して５０年、高校の卒
業生は今年で４，６１２人を数える。
　同校の『愛と奉仕』『心の教育』は女性の時代と
いわれる現代に大きく貢献しているのではないか。
　大口明光学園の５０年の軌跡は着実に伊佐のまちづ
くりに貢献する人材を輩出し、今も卒業生たちは国
公立、私立大学へと進み更に日本、世界で羽ばたく
人材へと育っている。
　今回の表紙の写真は４年連続で鹿児島県中学校英
語ディベート（討論）大会で優勝した生徒たちだ。
　坂井美智代校長は『学歴や知識だけが幸せで豊か
な人生ではない。どのような時代であっても人とし
て、女性としてのあり方が大事だ』と言われている。

（鵜木）
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